
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親 の 会 の 活 動  

7 月  8 月  9 月  

1 3 日 （ 木 ）  

自 閉 症 協 会 雲 南 支 部  

場 所 ： つ つ じ ホ ー ル  

時 間 ： 1 0: 3 0 ～ 1 3: 0 0  

 

2 0 日 （ 木 ）  

自 閉 症 協 会 松 江 支 部  

場 所 ： 総 合 福 祉 ｾ ﾝ ﾀ ｰ  

時 間 ： 1 0 ： 0 0 ～ 1 2 ： 0 0  

 

1 9 日 （ 水 ）  

こ と ば を 育 て る 親 の 会  

 ひ だ ま り の 会  

 場 所 ： 松 江 市 立 第 三 中 学 校  

 時 間 ： 1 4 ： 0 0 ～ 1 6 ： 0 0  

＊ 希 望 者 は 連 絡 下 さ い 。  

3 日 （ 木 ）  

自 閉 症 協 会 出 雲 支 部  

場 所 ： 療 育 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 燦 々  

時 間 ： 1 0: 3 0 ～ 1 3: 0 0  

自 閉 症 協 会 松 江 支 部  

 8 月 は サ マ ー キ ャ ン プ の た

め 定 例 会 は あ り ま せ ん  

3 日 （ 木 ）  

手 を つ な ぐ 育 成 会  

「 い い と も お や と も 子 育 て 講

座 」  

場 所 ： 松 江 養 護 学 校  

時 間 : 1 0: 0 0～ 1 2: 0 0  

2 4 日 （ 月 ）  

場 所 ： 中 央 小 学 校  

時 間 ： 1 0: 0 0 ～ 1 2: 0 0  

 

 

1 4 日 （ 木 ）  

自 閉 症 協 会 雲 南 支 部  

場 所 ： つ つ じ ホ ー ル  

時 間 ： 1 0: 3 0 ～ 1 3: 0 0  

1 5 日 （ 木 ） 自 閉 症 協 会 松 江

支 部  

場 所 ： 総 合 福 祉 セ ン タ ー  

時 間 ： 1 0: 0 0 ～ 1 2: 0 0  

  

手 を つ な ぐ 育 成 会  

「 い い と も お や と も 子 育 て 講

座 」  場 所 ： 時 間 ： 未 定  

2 7 日 （ 水 ） こ と ば を 育 て る

親 の 会  

 ひ だ ま り の 会  

場 所 ： 松 江 市 立 第 三 中 学 校  

 時 間 ： 1 4 ： 0 0 ～ 1 6 ： 0 0  

＊ 希 望 者 は 連 絡 下 さ い 。  

望 ゜ ～ ぽ う ～  

〇 発 達 障 が い 基 礎 講 座 の ご 報 告 〇  
 

今 年 は 、 梅 雨 を 通 り 越 し て 夏 が 来 た の か と 思 わ せ る 日 が 続 い て い ま し た が 、 や っ と 一 雨 ご と に 色 を 変 え る 紫

陽 花 が 美 し い 季 節 と な り ま し た 。 皆 様 に は ご 機 嫌 の ほ ど い か が で し ょ う か 。  

 さ て 、 ５ 月 ２ ８ 日 に 行 い ま し た 「 発 達 障 が い 基 礎 講 座 」 に は ４ ５ ０ 名 を 超 す ほ ど の 多 く の 方 に ご 参 加 し て

頂 き 誠 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。 最 近 、 メ デ ィ ア 等 で 「 発 達 障 が い っ て 何 ？ 」  

と い っ た 特 集 が 多 く 組 ま れ る よ う に な り 、 理 解 が 深 ま る の を 期 待 す る と 同 時 に  

言 葉 だ け が ひ と り 歩 き し な い こ と を 切 に 願 っ て い る こ の 頃 で す 。  

そ し て 、 当 セ ン タ ー で 企 画 し て い ま す こ れ か ら の 様 々 な 研 修 に も 是 非 参 加 し て  

い た だ き 発 達 障 が い と い う 事 実 ・ 現 実 を 知 り 、 正 し い 理 解 、 愛 あ る 理 解 が  

広 ま る こ と を 期 待 し た い と 思 い ま す 。  

 

 

2 0 1 7 年 7 月 発 行  

１ ５ 号  

発 達 障 が い 支 援 フ ォ ー ラ ム 2 0 1 7 の ご 案 内        ＊ ど な た で も ご 参 加 で き ま す  

 

日 時 ； 8 月 2 0 日 （ 日 ）           

会 場 ； 隠 岐 島 文 化 会 館  

内 容 ； ① 基 調 講 演 （ 講 師 ： 又 村 あ お い 氏 ／ 全 国 手 を つ な ぐ 育 成 会 連 合 会 政 策 セ ン タ ー 委 員 ）  

② 当 事 者 を 交 え て の シ ン ポ ジ ウ ム  

 

 

 

 

 



 

ウ ィ ッ シ ュ 医 療 相 談    

診 断 ・ 投 薬 は で き ま せ ん が 、 医 療 に 関 わ る 心 配 ご と を 相 談 で き ま す 。  

 

＊ 予 約 制 で す ( お 一 人 1 時 間 弱 ) 。 医 師 定 期 相 談 は 医 療 に か か っ て い な い 方 を 優 先 さ せ て い

た だ き ま す 。  

＊ 医 師 が 必 要 と 判 断 し た 時 は 発 達 障 が い の 専 門 的 な 検 査 を 行 う こ と 可 能 で す 。 そ の た め 、

相 談 に は 臨 床 心 理 士 が 同 席 さ せ て い た だ き ま す （ 詳 細 は お 問 い 合 わ せ く だ さ い ）  

＊ 医 師 と の 相 談 後 、 発 達 障 が い に 関 す る 支 援 が 必 要 で あ れ ば 引 き 続 き セ ン タ ー で ご 相 談 も

で き ま す 。  

 

 

 

 

 

月  日  担  当  医  師  場   所  時   間  

 

 

 

 

7 月  

3 日  

（ 月 ）  

い し い ク リ ニ ッ ク  

石 井 尚 吾 先 生 （ 小 児 科 ）  

《 松 江 会 場 》  

い き い き プ ラ ザ  

①  1 3: 3 0 ～ 1 4: 3 0  

②  1 5: 0 0 ～ 1 6: 0 0  

1 2 日  

（ 水 ）  

島 根 大 学 付 属 病 院  

松 田 奉 行 先 生 （ 精 神 科 ）  

《 出 雲 会 場 》  

出 雲 保 健 所  

①  1 3: 3 0 ～ 1 4: 3 0  

②  1 5: 0 0 ～ 1 6: 0 0  

1 3 日  

（ 木 ）  

島 根 大 学 付 属 病 院  

長 谷 川 有 紀 先 生 （ 小 児 科  

《 出 雲 会 場 》  

出 雲 保 健 所  

①  1 3: 3 0 ～ 1 4: 3 0  

②  1 5: 0 0 ～ 1 6: 0 0  

1 8 日

（ 火 ）  

医 療 法 人 青 葉 会 松 江 青 葉 病 院   

藤 本 晶 彦 先 生 ( 精 神 科 )  

《 松 江 会 場 》  

い き い き プ ラ ザ  

①  1 3: 3 0 ～ 1 4: 3 0  

②  1 5: 0 0 ～ 1 6: 0 0  

 

 

 

8 月  

 

7 日  

（ 月 ）  

島 根 大 学 付 属 病 院  

松 田 奉 行 先 生 （ 精 神 科 ）  

《 隠 岐 会 場 》  

調 整 中  

調 整 中  

 

9 日  

（ 水 ）  

き む ら こ ど も ﾌ ｧ ﾐ ﾘ ｰ ｸ ﾘ ﾆ ｯ ｸ  

木 村 正 彦 先 生 （ 小 児 科 ）  

《 出 雲 会 場 》  

出 雲 保 健 所  

①  1 5: 3 0 ～ 1 6: 3 0  

②  1 6: 3 0 ～ 1 7: 3 0  

2 5 日

（ 金 ）  

鳥 取 大 学 付 属 病 院  

兼 子 幸 一 先 生 （ 精 神 科 ）  

《 安 来 会 場 》  

安 来 中 央 交 流 ｾ ﾝ ﾀ ｰ  

①  1 4: 0 0 ～ 1 5: 0 0  

②  1 5: 3 0 ～ 1 6: 3 0  

3 1 日  

( 木 )  

島 根 大 学 付 属 病 院  

三 木 啓 之 先 生 （ 精 神 科 ）  

《 雲 南 会 場 》  

雲 南 市 役 所  

①  1 3: 3 0 ～ 1 4: 3 0  

②  1 5: 0 0 ～ 1 6: 0 0  

 

 

 

 

 

 

9 月  

4 日

（ 月 ）  

い し い ク リ ニ ッ ク  

石 井 尚 吾 先 生 （ 小 児 科 ）  

《 松 江 会 場 》  

い き い き プ ラ ザ  

①  1 3: 3 0 ～ 1 4: 3 0  

②  1 5: 0 0 ～ 1 6: 0 0  

7 日

（ 木 ）  

島 根 大 学 教 育 学 部  

稲 垣 卓 司 先 生 （ 思 春 期 ）  

《 松 江 会 場 》  

い き い き プ ラ ザ  

①  1 3: 3 0 ～ 1 4: 3 0  

②  1 5: 0 0 ～ 1 6: 0 0  

1 3 日  

（ 火 ）  

島 根 大 学 付 属 病 院  

松 田 奉 行 先 生 （ 精 神 科 ）  

《 出 雲 会 場 》  

出 雲 保 健 所  

①  1 3: 3 0 ～ 1 4: 3 0  

②  1 5: 0 0 ～ 1 6: 0 0  

1 9 日

（ 火 ）  

医 療 法 人 青 葉 会 松 江 青 葉 病 院   

藤 本 晶 彦 先 生 ( 精 神 科 )  

《 松 江 会 場 》  

い き い き プ ラ ザ  

①  1 3: 3 0 ～ 1 4: 3 0  

②  1 5: 0 0 ～ 1 6: 0 0  

2 1 日  

（ 木 ）  

島 根 大 学 教 育 学 部  

稲 垣 卓 司 先 生 （ 思 春 期 ）  

《 松 江 会 場 》  

い き い き プ ラ ザ  

①  1 3: 3 0 ～ 1 4: 3 0  

②  1 5: 0 0 ～ 1 6: 0 0  

2 9 日  

（ 金 ）  

島 根 大 学 付 属 病 院  

長 谷 川 有 紀 先 生 （ 小 児 科  

《 出 雲 会 場 》  

出 雲 保 健 所  

①  1 3: 3 0 ～ 1 4: 3 0  

②  1 5: 0 0 ～ 1 6: 0 0  



 

 

今 回 か ら 「 お じ ゃ ま し ま ～ す 」 の コ ー ナ ー は 、 ウ イ ッ ツ シ ュ を 利 用 さ れ て い る 方 た ち の 体 験 記 に

し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 行 元 ＊               

「 島 根 県 東 部 発 達 障 害 者 支 援 セ ン タ ー ウ ィ ッ シ ュ 」    〒 6 9 9 - 0 8 2 2  出 雲 市 神 西 沖 町 2 5 3 4 - 2 ( さ ざ な み 学 園 内 )   

T E L 0 5 0 - 3 3 8 7 - 8 6 9 9 / F A X 0 5 0 - 3 7 3 0 - 9 7 4 5    E - m ail: wi s h @ s a z a n a mi - g.j p    担 当 :門 脇   編 集 長 ： 川 上  

 

ウ ィ ッ シ ュ と の 出 会 い は 書 店 で 手 に し た 一 冊 の 本 か ら で し た 。  

そ の こ ろ 私 は 約 4 年 間 務 め た 介 護 福 祉 施 設 を 退 職 し 、 精 神 的 に 不 安 定 な 日 々 を 送 っ て い ま し

た 。 「 何 故 注 意 し て い て も ケ ア レ ス ミ ス が 起 こ っ て し ま う の だ ろ う か 」 「 口 頭 で の 支 持 が 理 解 で き

ず 、 頭 が 真 っ 白 に な る 」 「 日 々 の 業 務 に 加 え 、 役 員 や 複 数 の 委 員 会 活 動 を 同 時 並 行 す る こ と が 苦

痛 で 仕 方 な い 」 「 電 話 対 応 が 極 端 に 苦 手 で コ ー ル が 鳴 る と パ ニ ッ ク 状 態 に な り 、 自 分 の 所 属 や 名

前 を 伝 え る 言 葉 す ら 出 て こ な い 」 「 椅 子 に じ っ と 座 っ て い る こ と が で き ず 都 度 注 意 を 受 け る が 、

ど う し て も そ わ そ わ し て し ま う 」 等 、 こ れ ら の こ と を 自 分 の 未 熟 さ と 考 え 責 め て い た の で す 。  

 そ ん な 折 、 書 店 で 「 大 人 の 発 達 障 害 A D H D （ 注 意 欠 陥 多 動 性 障 害 ） ／ A S D （ 自 閉 症 ス ペ ク ト

ラ ム 障 害 ） 」 と 書 か れ た 書 か れ た 本 の 背 表 紙 が 目 に と ど ま り ま し た 。 そ の 場 で 本 を 手 に し た 時 の

驚 き は 忘 れ ら れ ま せ ん 。 《 ま る で 自 分 の こ と が 書 い て あ る よ う だ 》 と 感 じ た か ら で す 。 ウ ィ ッ シ

ュ へ 相 談 す る 際 も か な り 迷 い 、 躊 躇 し ま し た 。 し か し 今 の ま ま 立 ち 止 ま っ て い て も 、 こ の 先 何 も

変 わ ら な い か も し れ な い と い う 思 い が 背 中 を 押 し て く れ た の だ と 思 い ま す 。  

 今 で は ウ ィ ッ シ ュ に 相 談 し て 本 当 に よ か っ た と 思 い ま す 。 何 よ り も 安 堵 す る 気 持 ち が 大 き か っ

た の で す 。 私 の よ う に 幼 少 期 や 学 齢 期 に 気 づ か れ ず 成 人 を 迎 え 、 就 労 後 困 難 が 顕 在 化 す る ケ ー ス

が あ り ま す 。 発 達 障 害 特 性 を 持 つ 人 が 社 会 生 活 を ス ム ー ズ に 送 る た め に は 、 何 ら か の 支 援 を 必 要

と す る 場 合 が 多 い の で す が 、 支 援 を 受 け る こ と に 抵 抗 を 感 じ 踏 み 出 せ な い 方 も い ら っ し ゃ る と 思

い ま す 。 同 じ く 当 事 者 で あ る 私 の 大 学 の ゼ ミ の 先 生 の 言 葉 で す が 「 捻 挫 し や す い 選 手 が サ ポ ー タ

ー を つ け て プ レ ー に 臨 む こ と は 、 何 も 悪 い こ と じ ゃ な い ん だ よ 」 と 。  

 上 手 く 支 援 を 受 け な が ら 自 身 も 工 夫 を 続 け 、 し な や か に 生 き て ゆ く こ と 。 そ れ は 自 立 へ の 第 一

歩 だ と 思 う の で す 。  

 

 

★ 次 回 は 津 森 さ ん に 幼 少 期 の エ ピ ソ ー ド を 紹 介 し て い た だ こ う と 思 い ま す 。 新 し い 職 場 で は 、 津

森 さ ん の 今 ま で の 経 験 を も と に 、 職 場 と 話 し 合 い を 重 ね 、 働 き や す い 環 境 を 作 っ て い か れ る よ う

で す 。 ま た そ の 様 子 も 取 材 い た し ま す の で お 楽 し み に (川 上 ) 

 

 

 

 

人 種 、 性 別 、 宗 教 な ど も 含 め 、 私 た ち が つ く り あ げ て し ま っ た 様 々 な “ 違 い ” の 感 覚 に と ら わ れ ず 、 全 て の

人 々 が 共 生 し て い け る 時 代 と な り ま す よ う に 。 そ ん な 願 い を こ め 、 ま ず は 相 手 を “ 知 る ” こ と か ら ･ ･ ･ と の

思 い で 体 験 記 を 掲 載 い た し ま す 。 (門 脇 ) 

 

 

私 の私 の 物 語物 語   ～～ 気 づ き気 づ き 編 ～編 ～   


